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目的： 

染毛剤は接触性皮膚炎を起こしやすく、まれにアナフィラキシーなどを引き起こすと報告されているが、妊婦の染毛剤使用と、生

まれた子どものアレルギー疾患発症との関連は今まで検討されていない。本研究では、妊婦の染毛剤の使用状況と生まれた子

どもの 3 歳時のアレルギー疾患発症との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した 77,303 名の妊婦のデータおよび生まれた子どもの 3 歳時のデータを解析した。妊婦の染毛剤の使用状

況と、生まれた子どもが 3 歳の時に医師に診断されたアレルギー疾患（気管支喘息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、アレル

ギー性鼻炎）の関連を多変量ロジスティック解析で解析した。 

 

結果： 

妊婦の染毛剤の自宅使用（美容院でなく自宅で使用した場合）と職業使用（妊婦自身が職業として扱った場合）では、いずれも使

用しなかった妊婦と比べて、生まれた子どもが 3 歳時に気管支喘息やアレルギー性鼻炎になりやすくなる傾向がみられた。妊婦

の染毛剤の使用による生まれた子どもの３歳時のアトピー性皮膚炎と食物アレルギー発症への有意なリスク上昇はみられなかっ

た。また妊婦の染毛剤の自宅使用では、使用頻度が高くなるほど、生まれた子どもが３歳時にアレルギー性鼻炎になりやすくなる

傾向がみられた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究結果から、妊婦の染毛剤使用（自宅使用、職業使用）が生まれた子どもの３歳時の気管支喘息とアレルギー性鼻炎のリス

クとなる可能性が示唆された。ただし本研究の妊婦の染毛剤の使用状況については、自記式の質問票での調査のため、必ずし

も実際の染毛剤のばく露状況を反映しているとは限らない。また生まれた子どもが 3 歳の時に医師に診断されたアレルギー疾患

を質問票で確認したが、保護者による申告であり、医療機関に照会をしていないこと等が本研究の限界である。 

 

結論： 

妊婦の染毛剤使用（自宅使用、職業使用）は、生まれた子どもの３歳時の気管支喘息とアレルギー性鼻炎のリスクとなる傾向が

みられた。また妊婦の染毛剤の自宅使用では、使用頻度が高くなるほど、生まれた子どもが３歳時にアレルギー性鼻炎になりや

すくなる傾向がみられた。 

 


